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Batrachostermum ectocarpum SIRODOTの

分類学的，生態学的考察

森 通 保*

M. MORI: Taxonomical and ecological discussions on Batrachospermum 

ectocarpum SIRODOT. 

Batrachospermum ectocarpum SIRODT.はSIRODOT，S. (1884) 1人KYLIN，H.(1912)2】

によって雌雄同株として，また B.a1・cuatumKYLINは KYLIN(1912) 2)によって雌雄

異株として記議されたが ISRAELSON，G. (1942)ぬは両種をまとめて B.ectocaゆumとし

てとの植物には雌雄同株と異株とがあることを指摘した。また KYLIN2)はB.ωocar炉問

と B.corbula SIRODOT との聞には形態的相違が認められないとして同ー種と考えた

が ISRAELSON3)はこれに同意しながら一方では B.corbulaについて B.monilifo1・me

ROTHとの相似性を強調しているが記載にはこれを加えていない。また広瀬弘幸・熊野

茂・瀬戸良三 (19624)，19635)) はカワモズク属の4種 B.ectocar戸川，B.arcuatum， B. 

virgatum， B. t釘taleについてそれぞれの雌雄異株性と雌雄同株を詳しく数量的に調査し

て，B. ectocarpumと B.arcuatumとを B.ectocaψumの1種にまとめるべきこと

および B.virgatumと B.testaleとは判然と区別されるべきものであることを報じて

いる。筆者は B.ectocaψumと B.arcuatumとを検討し，B.corbulaと比較した結果

B. ectoca1アumは B.arcuatumと同一種であるが B.corbulaはこれと別種であること

が明らかとなった。 B.ectocar.ρumはまた環境に応じて色や細胞の形が変化してその変

異が外形的にもあらわれることがわかったので，これらの結果を報告する次第である。

起筆にあたり本稿の御佼閲を賜わり御懇篤な御助言を頂載した神戸大学理学部生物学

教室広瀬弘幸博士に厚く御礼申し上げる次第である。また，本研究に使用した材料には瀬

川・神谷・山岸・加崎・乙幡の諸先生の御厚志によるものが多いので併せて深謝の意を表

わし度い。

観察および考察

1. B. ectocarpum SIRODOTの性について

B.ectocaゆumは雌雄同株として記載されているが我聞には雌雄異株のものがかなり
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分布する。性の分化したものに生ずる雄雌の形態的相違は次の諸点にあらわれている。即

わち短条校で枝先を形成する細胞は卵形またはぼうすい形であるが雌性短条校では末端に

なるほど細胞が小さくなるので枝が細く， 形が弓状に曲がるが (Pl.1， 4)雄株では末端

まで細胞の大きさがかわらないので枝が太く，先が幽らず真直ぐである (Pl.1，3)。また

雄性短条校の分岐は8-9回で末端で密になるので輸生枝そうの表面の構造がち密にな

る。雌株では6ー7回で枝の中途でむしろよく分岐する。若い輸生校そうは初めは円盤状

であるが生長して厚さを増し，雌株では互いに密接して上下に扇圧されるが，雄株では中

軸細胞が長いので互いに分離して球形を保つことが多い。以上のように成熟したものには

判然と雌雄の別がある。しかし秋冬の頃で 3-4cmの芽生えのなかには媛果をつけて雌

株としての特徴が分化しているにかかわらず体の下部には雄性の短条枝を生じて造精器を

つけているものや袋果があるので雌株にはちがいないが輪生枝そうが丸くて体の下部には

雄性の短条校をつけて造精器のあるものがある。しかし早春3月になると雌株の校に造精

器があらわれる。多くは雌性の短条枝に造精器ができるが，なかには短条校の先が細分す

るので形が雄性化したものもある。また造精器が枝一杯についているので雄株が雌性化し

たようにみえるものもあるが，輪生枝そうの形が雌性的で袋果は株の下方にだけ生ずるの

し~O.u.

PI.I. 1，3，4， Batrachoゆermumectocar，ρum SIRODOT 2. Batracho・
stermum corbula SIRODOT 1. Stalk of young gonimoblast 

2. Branchlet 3.Male branchlet 4.Female branchlet 
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で雌株が雄性イ乙したものと考えられる。 ISRAELSON3)は B.arcuatumの形態が B.ecto・

caゆumと似ている乙とから B.ectocaゆ叫m に性の分化のあることを考えているが筆者

が B.ectocar:仰m を観察したところでは成体になると雄性化するので雌雄同株の形をと

るものと考えることができる。IsRAELSON3)がこのカヲモズクには造稽器が極めて少ない

個体が多い乙とを指摘して polyoeciousの傾向と考えているのもこのような状態を観察

したものと恩われる。

2. B. ectocarpum SIRODOTと B.arcuatum KYLINとの比較

B. ectocarpumの獲果が輸生枝そう外に出るのは柄を作る 1-2個の細胞が異常な大

きさに発達して柄が長くなるからで(photo.1， 4)柄の細胞の数が発生の初めから多いも

のや(photo1， 3)短条枝に生じて柄が長くなったものもあるが， これらの柄には細胞の

異常発達はみとめられない。このことは B.arcω.tumにも生ずる乙とを KYLINもみと

めているが BUDDE(19336))は写真で示している。 ζの大形化した細胞は内容が無色に

なって中軸細胞のような形になり，それに生ずる枝ではその基部の細胞が卵形にふくらん

で基細胞のような形になって，それから皮層細胞を生ずることもある。またこのふくらん

だ細胞から新らたに柄を生じて造果穏をつけるζともあるから，造果器の柄の細胞の異常

発達を中軸細胞佑と解することができる。

B. arctωtumと B.ectocaゆumとはかつ色で，輪生枝そう内に袋果のできる所や短

条枝の構造で似ている点が多いが，B. ectocaψumの色は多小黄味を帯び輸生枝そうに

は側面に丸昧があって，成熟すると獲果が輪生枝そうから外へ突出するが (Photo.1， 2)， 

B. arcuatum は色が赤昧を帯び輸生枝そうが角張って隣接面はけづり取られたような形

となり，雪量果は輪生枝そう外に出ない(photo.1， 1)0 B. ectocarpumの若い柄には細胞の

下半分がふくらんで，だるま型になったものがある(pl.1， 1)。のでこれを B.ectocaψum 

の若い枝の特徴と考えて字土市椿原に生ずるものを 1965年秋から翌年3月まで観察し

たところ B. arcuatumの枝にも存在することがわかり， 尚成熟した輸生枝そうには袋

果の柄の中軸細胞化もみるととができた。次ぎに中軸細胞化と日射との関係を知るため

松橋町古保山 (1969， Mar.) で日向のものと日陰のものを比較して， 日陰のものにはほ

とんど中軸細胞化がないことがわかった (Tab.1)。また鏡町の観察では日射のよい所で

も体が若いと中軸細胞化が少ないので ISRAELSON3】のいうようにこの両種は同ー種で

B. ectocaψumは B.arcuatumの特殊な生育状態を示すものであるとの意見に同意する

ことができる。しかし強い日射にあたると色が黄変するのは紅藻一般の傾向であるから，

乙の両種を生態的に区別するのは意義がある。

3. B. ectocarpum SIRODOTと B.corbula SIRODOTとの比較

愛知県安城市福釜に産する雌雄同株のカワモス・クは褒果が輪生枝そう外に出てその柄

に中軸細胞化がみられるから (Photo.1，6)， B. ectocartumに似ているが短条校の構造を

みると末端が湾曲せずして短毛を着けるので B.corbulaに相当する (Pl.1，2)0 KYLIN2) 

はこの植物の柄に中軸細胞化がみられる乙とを重視して B.ectocaゆum に統合し，
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1，2. Aco.h mm 3~S し一三oω6 し一三oω

Photo. 1. 1. Batrachoゃe円山111. arτuatum KYLfN 2. Batracho-

sρermu押tectocar.ρU17l S!RODOT 3.F.ctocarpic gonimoblast 

with slender long stalk 4. Ectocarpic gonimoblast with 
enlarged cells 5，6. Batrachostermwlt cm-bula SJRODOT 
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Table. 1. Influence of釦n.lighton the growth of B.ectocaゆum

Station， Date KAGAMI TSUBAWARA KOOYAMA 
を69，21/Feb. '69， 19/Apr， 電69，22/Feb. 

Water nshoawllionw gl !日doeweipng Shallow shallow 
slowly flowing slowly flo'討ng

to Sunlight expo鈴d half sheltered expo剥卜叩
less than 3αn 25 o 20 2 15 

、ト4ロ::: 唱
more than 3. 5cm 22 133 115 119 82 

Total 47 133 135 121 97 

ωCystocarp ectocarpic 1 13 18 12 o 

側面sullakE宮oefd cell in the 
cystocarp 15 79 71 56 5 

仏j庁o包l % 9.9 13.3 10.0 。
(B) /Total % 31.8 59.4 52.6 46.3 5.2 

ISRAELSON3)もとれに同意してその特徴として短条枝の末端が曲がること，造果器および

護果をかζむ小枝はこれらの生殖器官を中心に弓状に湾曲して bracteraを形成すると述

べているがこの植物には以上のような特徴がない。乙の植物では中軸細胞化がないと褒果

は輸生枝そうの中央に近く生じ，短条校の先が曲らずして短毛を生ずる。 B.ectocaゆum

の短条校が基細胞に頂生するのは3本であるが乙のカワモズクでは2本であるからむしろ

B. moniliformeに似ている。 PRICE(1914)7)はCambridgeでこの植物が B.monili-

formeと混生しているところで各個体を比較して B.corbulaはとれと形態が一致する

ととを報じている。筆者は嚢果の位置や柄の特徴から B.moniliforme と考えている。

東京都井の頭・狛江・秋津にも B.moniliformeを生ずることが知られているが筆者はこ

のカワモズクにも柄に中軸細胞化をみることができたので， B. corbulaはB.ectocaゆum

とは別種で B.moniliformeと合一すべきものである。

4. B. ectocarpum SIRODOTの環境による形態的変異

湧泉に産する黄色カワモズクは粘質が強く，体が軟弱で枝の分岐が少ないものがある。

また構造的には細胞の形が細長いので短条校や造果器の柄が細くて例.11，1)， B. arcu-

atumの変種ではないかと恩われるが，松橋町六地蔵では小JIIの水源にあるものが水団地
帯を流れるようになると色がかっ色にかわるが，各部の細かい特徴は黄色カヲ毛ズクに一

致する。また褒果の柄には中軸細胞化が始まり，さらに下流に生ずるものは普通のカワモ

ズクとかわらないようになる。以上のような中聞の移行型は松江市外のものでもみること

ができる。 ζれに反して宅地の周辺に湧く小規模な湧水には周囲から多量の有機物が混入



s 藻類第18巻第1号昭和45年 4月

o SO..w 
‘ーー----'

P1. 11. BatrachoゆS門numectocaゆumSIRODOT 
1， 2， 5. Structure of verticil1e 3. Male branchlet 4. Female branchlet 
1. Slender type from pure spring 2.Normal type 3-5. Stumpy type from 

springwater supp¥ied by rich nutrient 

ると思われるので短条枝の細胞は末端まで太く，校がい縮して形がずんぐりとなる (pI. 

11， 3， 4)。以上の事実から黄色カワ毛ズクは B.ectocaψumの生態的変異であると考え

られる。

結論

九州に産する B.ectocaゆumは雌雄異株であるが春になると雌株に造精器をつけて雌

雄同株の形になるものがあるので， 雌雄同株のものと同ー種であると恩われる。また B.
ectocaゆumと B.arcuatumとは形態が似ているが後者で性が分化する乙とや援果の柄

が中軸細胞化することで区別されたが B.arcuatumにもそれがあらわれるので B.ecto・

caψumは B.arcuatumの特別な生育状態を示すものであるから両者は同一種である。

また B.corbulaは褒果が輪生枝そう外に出るけれども，基細胞に生ずる短条枝が B.ecto・

caゆumより少なく短条枝の形態的特徴からみて B.moniliformeに一致する。また B.

ectocaゆumは生育条件の相違によって色や細胞の形に変化を生ずるが構造上の変異でな

いので生態的変異と考えている。

Summary 

B. ectocaゆumis monoecious plant and the cells of caq沿gonium.b伺 ring.stalkgrow 

釦.ormoωlylarge after fertilization. ISRAELSON (1942)3) remarked the similarities of 

B. arcuatum to B. ectocaψum in the following features: the lack of terminal hair and 

s¥ightly curved distal branchlet or bractera embracing carpogonium or gonimoblast. And 

he considered B. ectocaゆumas a certain status of growth of B. arcuatum. Furthermore， 
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he made note on a bisexual tendency in B. arcuatum and included B. arcuatum in 

B. ectocaゆum.This opinion was also supported by HIROSE， KUMANO and SETO (1962) 4}. 

B. ectocaψum from Kyushu is dioecious and its male plant is able to be distinguished 

from female plant in the shape of whorls or branchlets. 

From auturnn to winter， male plant bears carpogonium and be∞mes female plant 
keeping the shape of male characteristics. But from the beginning of spring， female plant 

bears antheridia and becomes monoecious keeping the shape of female characteristics. 

Accordingly the intraspeci fic characteristics to be ei ther monoecious or dioecious in 

B. ectocaψum is variable and 50 the difference of sexuality are not reliable to distin酔 ish

B.arcuatum from B. ectocaゆum.As the other reliable characteristics of B. ectocaゆum，

enormous growth of the cells of gonomoblast-bearing-stalk must be emphasized， but it is 

not applicable merely to B. ectocar:ρum. After statistical investigation of di任erent
habitats， the enormous growth of cells is considered to be promoted by direct exposure 

to sunlight. 

KYLIN(1912)2} included B. corbula in B. ectocaゆumbecause of their being monoecious 

and al50 because of their ectocarpic gonomoblasts from a whorl and the stalk often 

consists of enormously enlarged cells. But B. corbula is different from this plant in the 

shape of branchlet， the presence of terminal hair， the development of bractera and the 

position of carpogonium in the whorl. PRICE (1914)7) observed in the vicinity of 

Cambridge that these characteristics agree to that of B. moniliforme. The author 

considers that B. corbula is identical to B. monilifo門担e.

B. ectocaψum is usually brown in color but sometimes changes pale-yellow in the 

water of pure spring and the shape of branchlet and the stalk of carpogoniurn al50 

become slender. On the other hand in the water supplied with rich nutrients the 

branchlet and stalk become stumpy. 
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天然記念物隠岐島産クロキヅタの

遊走細胞とその放出について

梶村光男*

M. KAJIMURA:臼1swarmer production and discharge in Caulerpa scal-

pellifo~is (R. BR.) AG. var. denticulata (DECSN.) WEBER VAN BOSSE 

from the Oki Islands， Shirnane Prefecture. 

Caulerpa scalpellifo~is var. denticulataの成熟体に papil1ae が形成されるこ

とは萩原修・広瀬弘幸1) が見ている。一方 C.scalρellザ'o~is では ARWIDSSON2) が

papil1aeの形成を報告しているが，その記載は特異である。筆者は1969年6月上旬から8

月上旬に至る期間に隠岐君随浦で本種の遊走細胞形成と放出などを観察し新らしい知見を

得たのでここに報告する。

本稿を草するに当り御指導と校閲を賜わった恩師北海道大学名誉教授時田節博士なら

びに便宜を戴いた烏根大学文理学部生物学教室大氏正己，西上一義両教授に心から感謝の

意を表します。

材料と方法

材料は菱浦湾西岸及び中央埠頭の低潮臨付近から水深約3r.nに至る砂泥海底と東に面

した埠頭のコンクリート面に密生する槌物体でプラスチックス製標識板又はペンキであら

かじめ標識的した湾西岸の2つの群落と埠頭の4つの群落の中から採集した。

観察は各若手落について肉眼的に5回 (6月1日， 7月6日， 20日 8月1日.10日〉

*島根大学文理学部生物学教室(松江市西川津町1060)
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